
■格差の多様化■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 269号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：チャレンジアシスト追加募集 

 

6月 14日、東京都が主催する「チャレンジアシストプログラム」の最終選考会を行いました。 

いつもの年は、新木場の BumBにて、公開プレゼンテーションと質疑応答の後、助成団体を選出するんですが、

今年はコロナ対策に配慮して公開イベントはすべて中止し、書類審査のみで選考を進めてきました。 

10 年前から審査員を引き受けている僕が、今では最古参となったので、せめて質疑応答だけでも Zoom を使っ

てやり取りしようと懇願したところ、皆さんにも賛同していただいて実現しました。 

 

でも、コロナの影響は審査だけでなく、若者たちのチャレンジにも及び、応募団体はわずか 4組となった上、最

終審査まで頑張ったのはわずか 2組となりました。 

総額 100万円を 30万円以内で支給するので、例年 4組以上が採用されましたが、今年は 2組に満額支給したと

しても、40万円余ってしまいます。 

質疑応答終了後の総評の中で、審査員の Kさんから「今こそ若者を支援すべきなのに、予算を残すなどとんでも

ない、即刻追加募集を行って、審査員は無償協力しよう！」との動議が出され、審査員一同一発で賛同しました。 

 

というわけで、チャレンジ企画を追加募集いたします。 

■締切：7/15(水） 

■対象：高校生世代から概ね 30歳以下の方が中心となって活動するグループ。 

■助成申請額：30万円 

■申請書：BumBホームページから DLできます。グループ紹介、活動内容の資料と共にお送りください。 

■お問い合わせ：お気軽に下記まで 

BumB東京スポーツ文化館・社会教育セクション・担当：坪田 

〒136‐0081 東京都江東区夢の島 2-1-3 



TEL：03-3521-7323 

URL：http://www.ys-tokyobay.co.jp/ 

e-mail：bumb@partners1.co.jp 

 

急いで審査して、8月初旬には決定しますが、あまり時間が無いので、イベント一発型でも歓迎です。 

コロナだからこそ、皆さんのチャレンジをお待ちしています！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：格差の多様化 

 

現代社会の問題点が「格差社会」と言われる一方で、現代社会が目指すのは「多様な社会」と言われている。 

だがこれは、「格差」が悪く、「多様」が良いと言っているのではない。 

例えば、個室や付き人が与えられる横綱と、無給で相部屋の幕下力士の格差を悪いと言う人はいないし、スーパ

ーの商品棚に並ぶキュウリの大きさや味が多様な方が良いと言う人もいない。 

また、「格差」という言葉の対義語は「多様」でなく「平等」、「多様」の対義語は「格差」でなく「均一」だ。 

格差と多様は反対を意味するわけではないし、「格差と平等」や「多様と均一」の対義語たちも、それぞれが良と

悪に対応しているわけではない。 

つまり、「格差社会」の問題点を明確にしなければ、「多様な社会」を目指すことの是非は判らない。 

・ 

そこでまず、「格差」と「多様」の違いを論ずるのでなく、共通点を考えよう。 

それは、多くのモノや事が同じでない、異なる状況を意味している。 

さらに言えば、その違いは変え難く、格差を解消したり多様を均質化するのは難しいことも共通する。 

だとすれば、両者の違いは何だろう。 

横綱との格差は、幕下から昇格することによって解消されるが、昇格を果たせるのはごく一部に限られる。 

だが、体形や出身地などの多様性は、絶対に均一に出来ないが、誰も均一化を望んでいるわけでもない。 

どうやら、両者の違いが見えてきた。 

つまり、「格差」とは「難しいけど解消したい違い」であり、「多様」とは「難しいけど解消したくない違い」と

なる。 

・ 

「願いが叶うかどうか」でなく、「願いがあるかどうか」ということは、願う人が多いかどうかと関係する。 

富豪と貧民の格差を解消したいと思うのは、少数の富豪でなく、大多数の貧民だから社会問題となる。 

だが、横綱より幕下力士の方が大多数なのに、彼らはこの格差に不満を唱えない。 

富豪や横綱にとって、この格差は必要で、むしろこれこそが彼らのアイデンティティに他ならない。 

だから幕下力士は、目指す横綱の待遇を下げようとは思わない。 

だとすると、貧民もまた富豪の贅沢をやめさせようと思うより、いつか自分も富豪になって、あんな贅沢をした

いと願っているのかもしれない。 

もしも貧富の格差解消よりも、富豪に成り上がることや平和な貧困生活を望む人が多ければ、それは多様な社会

と呼べるのかもしれない。 

・ 

たとえ格差をなくしても、格差社会を多様な社会に変えることはできないかもしれない。 

なぜなら格差は人々が望み生み出すものだから、いくら解消してももぐらたたきのように新たな格差が生まれて



くる。 

かつての地主は封建社会を象徴する存在で、領地を所有することで支配する王や貴族の総称だった。 

だが現在、ほとんどの土地所有者に地主の自覚は無く、まさに格差の象徴として社会から抹消されゆく存在だ。 

だが、それで地域社会の格差は解消され、活気あるまちが生まれたか。 

むしろ、所有者責任は放棄され、山林や耕作地はもちろんのこと、住まいや事業所の放置や放棄が進むばかりだ。 

・ 

格差を解消するのでなく、多様化させるにはどうすればいいのだろう。 

僕が取り組む「地主の学校」は、まさにそういうプロジェクトだとようやく気付いた。 

すでに世界では、ほとんどの国で王や貴族は廃止され、格差の解消が進んでいる。 

だが一方で、現代社会が推進する民主化とは、「民（私たち）」が「主（王）」になることだ。 

「民を支配する王を消去する」のでなく、「民が多様な王となる」ことを、僕は目指したい。 

本当は「王様の学校」で王様を育てたいところだが、誰も相手にしてくれないだろう。 

だから僕は、誰でもなれる謙虚でつつましい王様として「地主」を学ぶことにした。 

あなたやあなたの友達が土地や建物を持ってたら、是非地主になって欲しい。 

そしてあなたならではの小さな国を作り、あなたらしい王様になって欲しい。 

 

http://nanoni.co.jp/20200619/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）06/22 ■◎作業日 10-18時（自宅） 

（火）06/23 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（水）06/24 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（木）06/25 ■〇作業日 13-19時（笑恵館） 

 17-19時 ■★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）06/26 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（土）06/27 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 12-17時 ■★地主の学校_02・まつむら塾 

（日）06/28 ■◎休業日 17-21時（自宅） 

 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ６月例会（飯能） 

 



■その後の予定 

07/04 10-17時 ■○地主の学校_03・まつむら塾（笑恵館） 

07/09 16-17時 ■★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

07/09 17-19時 ■★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/10 19-21時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

07/11 10-17時 ■○地主の学校_04・まつむら塾（笑恵館） 

07/16 10-20時 ■★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

07/18 10-12時 ■○地主の学校_05・まつむら塾（笑恵館） 

07/23 17-19時 ■★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/26 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ７月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


